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お茶の水女子大学リベラルアーツとＦＤ公開シンポジウム
平成 21 年 2 月12 日（木）

文理融合リベラルアーツ科目を担当して
―担当教員によるパネル討議―

舞踊における色・音・香（「色・音・香」系列から）
パネラー  中村 美奈子（人間文化創成科学研究科　文化科学系准教授）

色・音・香系列の担当をしました中村美奈子と申します。「舞踊における色・音・香」の授業
の報告をさせていただきたいと思います。

今日の発表では、サブタイトルで「実演授業」ということが取り上げてありましたので、その
部分を中心にお話しします。ビデオが 15 分ほどありますので、そちらをご覧に入れながらお話
を進めてまいります。

最初に、私は「基礎ゼミⅠ」という前期開講の授業を 6 年間担当しております。昨年度の 2
月頃に、来年度は後期にもう一コマやってくれと言われました。芸術Ⅰは音楽表現コースの開講
科目でして、舞踊教育学コースの基礎講義科目ではありません。ということで、「基礎ゼミⅠ」と
あまり内容が重ならないように新しい授業を組まなくてはいけなくなりました。いろいろと考え
た末、自分が関心を持っていることを少しずつ紹介してみようと思い、結果として「一人オムニ
バス」のような授業となりました。

授業の基本方針として、第一に「生の実演」をできるだけ取り入れることにしました。これは「基
礎ゼミⅠ」の方でも何回かやったところ、割と評判がよかったからです。ＦＤの予算で講演謝金
が出るということがわかりましたので、実演者を招聘して行う授業を数回取り入れました。

そして第二に、「文化的に多様な身体表現を紹介する」ということに重きを置きました。先ほ
どの学生さんの発表の中では、好意的にとらえてくれていたので安心しましたが、ひとつのこと
を掘り下げるのではなく、多種多様なものを紹介するという方に重きを置くような感じにいたし
ました。

さきほど申し上げたように、元となる基礎教育科目がなかったので、学生さんの指摘にもあっ
たように、テーマとしての、「色・音・香」にこだわりすぎたかもしれません。しかし、私としては、
基礎教育科目の代わりに「文理融合」とか「学際性」というキーワードをサブテーマとして加え
て授業を組んだつもりです。

授業の概要は、パワーポイントのとおりです。最初に、私の専門分野でありますバリ島の舞
踊について話しまして、それから韓国の舞踊と朝鮮の舞踊を比較するような形で紹介しました。

「朝鮮」の方は、先ほどの学生の発表の中に出てきましたが、金剛山舞踊団という在日朝鮮人の
プロの舞踊団の方を招聘して実演していただきました。

パワーポイントの 6 番と7番は「文理融合」をテーマとしております。また、８番の能についても、
私の大学の先輩でもある、宝生流の能楽師である佐野登先生に来て実演していただきました。

学生の受講状況ですが、前期に行われた「受講希望調査」では、40 人ぐらいが受講を希望
しているという結果が出ておりましたので、ちょっと安心していましたら、後期のガイダンスには
80 人くらい集まりまして、教室を変更しました。登録者は、名簿上では 100 人以上いるのです

が、実際に出席しているのは 60 人程度です。実際に
単位を取りたい人がどれだけいるのかについては、レ
ポート待ちというところです。

次に、各授業について、少しずつ内容を紹介していこうと思います。

初回の、バリ舞踊のところでは、「白と黒」に焦点を当てて、「色・音・香」のうちの「色」を
扱いました。また、バリの舞踊では、「香（かおり）」すなわち「香（こう）」も重要な役割を果た
します。トランスに入るときに香を吸いこむのです。それで、実際に教卓で香をたいてみました。
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何か起こらないかとちょっと期待したのですが、私の気分が上がってしまっただけで、学生には
影響はありませんでした。バリ舞踊の 2 回目では、「色」の観点から、舞踊の衣装や化粧につい
てお話しました。衣装の実物を見てもらい、実際に私が衣装の着付けを行いながら、説明をし
ました。

3 回目の韓国舞踊については、私のゼミの留学生で
ある鄭恵珍さん（本学博士後期課程 2 年）に、舞踊の
実演も含めて韓国舞踊における「色」について話をして
もらいました。

4 回目の「朝鮮」の舞踊については、さきほどもお話
しましたが、在日朝鮮人の方の舞踊団であります金剛
山歌舞団の若手の踊り手の方に来ていただきました。
これは、鄭さんが、授業をコーディネイトしてくれたお

かげで実現することができました。そのときの授業の様子を６分ほどの映像に編集しましたので、
ちょっと見ていただきたいと思います。実際に踊りをやっていただいて、その後に質疑応答をし
たのですが、映像は、その質疑応答の中の一部です。出演者は、ダンサーの方が４人と、振付
家であるカン・スネさんです。踊りの中で特徴的だった、回転の部分を分析的に説明しながら
実演を見せてくださいました。この映像では伝わらないかもしれませんが、生で見ると、かなり
迫力があって、拍手がわきおこるなど好評でした。映像の中に入れ忘れてしまいましたが、舞踊
教育学コースの受講学生３人に前に出てもらって、舞踊団の方と一緒に朝鮮舞踊の特徴的な舞
踊の歩行動作をやってみてもらったりもしました。

この後、2 回ほど文理融合と学際性をテーマに授業
を行いました。「舞踊とジェンダー」では、主にクラシッ
クバレエとコンテンポラリーダンスなどを事例として取
り上げながら、作品の中で、男女の関係性がどのよう
に描かれているか、作品によってどのように違うのかと
いうことを実際の映像で検証しました。「舞踊とコンピュータ」では、私が理系の研究者の方々
と共同研究として行っているモーションキャプチャを使った舞踊の技の解析について、2005 年の

「国際日本学シンポジウム」で公開実験という形で行ったときの映像を見せながら紹介しました。

「能における色・音・香」では、さきほど紹介しましたように、宝生流の能楽師である佐野登
先生に来ていただきました。写真を見ていただくとわかりますが、一般教室でしたので、毎回、
実演があるときは机を脇に寄せて実演スペースを作りま
した。この日は、すべての机を脇に寄せて、いすだけ
にして、授業を行いました。謡を一緒にやったり、楽
器や仕舞の実演をしていただいたりもしましたが、「色」
ということにこだわって、能装束の着付けを中心にして
いただきました。やはり装束の美しさが学生の感想文の

中でも一番指摘が多かったので、着付けの映像を見ながら説明していきます。

佐野氏は、講義の際にマイクを全然使っていないのですが、やはり舞台をやっていらっしゃる
ので、とても声が通ります。そのことも感想文の中で学生がよく指摘していました。こういった点
もライブ授業のよいところだと思います。実際の着付けには 20 分ぐらいかかっているのですが、
この映像は短く編集してあります。着付けが完成し、面（おもて）も付けてもらい、視界がいか
に制限されているか、またその状態で舞うことがいかに難しいかということを着付けてもらった
本人が確認するとともに、ほかの学生らも理解します。また、どれくらいの角度に首を前傾させ
ると泣いているように見えるのか、つまり、実際の顔の表情を使わない状態でいかに感情を表
現できるのかということも合わせて検証しました。盛りだくさんの内容だったため、授業が延び
てしてしまいました。しかし、授業が終わっていないのにもかかわらず、何人かの人が途中で帰っ
ていってしまったという、非常に悲しいことが起こりました。最近の学生さんは忙しいからしかた
がないのでしょうか？佐野先生にも苦言を呈されました。

あまり脈絡はないのですが、西洋の身体表現についてあまり扱っていなかったので、「バレエにおける色・音・香」では、ロマンティッ
クバレエの名作と呼ばれる「ジゼル」を中心に、西洋の劇場舞踊について紹介しました。バレエについては「舞踊とジェンダー」でも少し
紹介しましたが、今回は、踊りのテクニックの部分についても言及しました。また、ジゼル第 2 幕のウィリー（亡霊）たちの重力を感じさ
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せないジャンプやリフトの技巧については、ＬＡ図書の「やさしいダンスの物理学」にも解説が載っ
ていることを紹介しました。

私の専門はアジア地域中心なので、アフリカには行っ
たことはないのですが、私のゼミの卒業生がＪＩＣＡの
青年協力隊として派遣されたのち、「西アフリカ（マリ
共和国）」に住み着いているということがわかり、彼女
に現地の舞踊の映像を撮影して送ってもらうことによ
り、アフリカの舞踊（身体表現）についても一部扱うこ
とができました。また、ちょうどよく、同地域の研究をしている院生がゼミにおり、彼女の協力
により授業を運営しました。

「ルドルフ・ラバンとラバノーテーション」では、私の研究している舞踊の記譜法を取り上げま
した。また、記譜システムを理解したかどうかを試すために、レポート課題１として、ＬＡ図書

「Labanotation」の○ページにある誤植を指摘せよという課題を出しました。

最 終回は、日本人独自の身体 表現として「舞踏
（Butoh）」を取りあげてみましたが、かなり「刺激的」だっ
たようでした。

まとめの方に入りたいと思います。「実演授業」の、問題点と今後の課題として挙げられるのは、
「一般教室の使いにくさ」です。今回は、一般教室でやりましたが、踊るには床が固い（身体を
痛める可能性がある）とか、机を片付けなくてはいけないとか、非常に大変でした。また、後ろ
の席からはダンサーの足元が見づらいというようなことも学生から指摘されました。基礎ゼミⅠ

のときは、実演の回は、体育館の方でやっていたのですが、できれば教室を変更してやった方がよいかもしれないと考えています。ただ、
基礎ゼミよりは人数が多いので、その点が問題です。

今年（2009 年）、体育館の改修がようやく行われるようで、そのときに少し、照明機材や冷暖
房の機材を入れていただいて、鑑賞にも耐え得るような部屋にしていただけたらいいなと、個人
的には思っております。

この授業は、次回は 2010 年度開講予定です。2010 年度の実演授業は、2008 年度にあま
り取り上げることができなかったコンテンポラリーダンスを取り上げたいと考えています。ダンス
の実演とダンサーによるアフタートークという構成を考えています。というのも、舞踊教育学コー
スの卒業生は、モダンダンスやコンテンポラリーダンスのダンサーとして活動している人が多い
からです。実際、コンクールで賞を取ったり海外公演を行ったりと非常に活躍もしています。しかし、
日本で芸術家が生きていくのは簡単なことではありません。ですので、こういった授業の場で、
少しでもバックアップしてあげることができないだろうかということを考えています。謝金も出る
ということが分かりましたので、経済的なバックアップにもなりますし、学生にとっても非常によ
い経験になると思います。また、ホームページなどで「文理融合リベラルアーツ科目紹介」のよ
うに授業を紹介していますので、そのような形でも、卒業生の名前が紹介されれば、大学側のバッ
クアップによる宣伝にもなると思います。

以上、ゼミの院生のみなさんや卒業生のみなさんのおかげで今年度の授業を無事終えられた
ことに感謝して報告を終わりたいとおもいます。


